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３
月
　
日
午
後
２
時
　
分
に
発
生
し
た

１１

４６

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
は
南
方
・

米
山
地
区
で
震
度
６
強
、
４
月
7
日
午
後

　
時
　
分
に
発
生
し
た
余
震
で
は
中
田
・

１１

３２

東
和
・
米
山
・
南
方
・
迫
地
区
で
震
度
６

弱
を
記
録
す
る
な
ど
、
市
内
各
所
に
非
常

に
大
き
な
傷
跡
を
残
し
ま
し
た
。

　
市
は
３
月
　
日
午
後
２
時
　
分
、
布
施

１１

５０

市
長
を
本
部
長
と
す
る
災
害
対
策
本
部
お

よ
び
支
部
を
設
置
し
、
被
害
の
情
報
収
集

に
努
め
る
と
と
も
に
、
避
難
所
の
開
設
や

被
災
者
へ
の
対
応
な
ど
に
当
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
月
７
日
の
地
震
後
に
も
、
１

時
　
分
に
緊
急
の
災
害
対
策
本
部
会
議
を

２０
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
避
難
所
は
３
月
　
日
時
点
で
　

１２

５３

カ
所
設
置
さ
れ
、
６
２
３
０
も
の
人
が
避

難
し
ま
し
た
。
避
難
所
以
外
に
も
約
1
4

0
0
人
が
地
区
の
集
会
施
設
な
ど
に
自
主

避
難
し
、
　

の
自
主
防
災
組
織
で
自
主
的

７０

に
避
難
所
の
運
営
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
に
伴
い
多
く
の
人
が

帰
宅
し
ま
し
た
が
、
南
三
陸
町
か
ら
の
避

難
者
な
ど
、
未
だ
約
８
０
０
人
余
り
の
人

が
避
難
所
で
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
避
難
所
の
開
設
に
当
た
っ
て
は
、
富
山

県
入
善
町
を
は
じ
め
、
市
と
交
流
が
あ
る

全
国
の
市
町
村
か
ら
の
支
援
物
資
の
提
供

や
、
市
内
外
の
事
業
所
、
大
勢
の
ボ
ラ
ン

H２３.３.１１ 
東北地方太平洋沖地震
～市の被害と復旧～

１
カ
月
間
に

震
度
６
が
２
回
発
生

未
曾
有
の
大
惨
事

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
被
災
者

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
お
い
て
は
、
住
宅
の
倒
壊
な
ど

が
発
生
し
た
ほ
か
、
土
砂
崩
れ
や
道
路
や

橋
脚
の
損
壊
な
ど
、
市
内
全
域
で
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害
は
大
変
深
刻
で
、

２
回
の
地
震
発
生
後
と
も
市
内
全
域
で
停

電
と
断
水
が
発
生
。
停
電
は
地
震
発
生
か

ら
一
週
間
以
内
に
市
内
全
域
で
解
消
し
ま

し
た
が
、
断
水
は
配
水
管
な
ど
の
損
傷
に

よ
り
時
間
が
掛
か
っ
た
た
め
３
月
　
日
の

２５

通
水
と
な
り
ま
し
た
が
、
７
日
の
地
震
で
、

迫
川
に
架
か
る
水
管
橋
な
ど
が
破
損
し
た

た
め
再
度
断
水
と
な
り
ま
し
た
。
市
で
は

各
総
合
支
所
ご
と
に
給
水
車
を
配
備
し
、

飲
料
水
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　
市
内
へ
の
支
援
・
復
興
に
つ
い
て
は
、

物
資
・
工
事
・
情
報
伝
達
な
ど
、
市
と
災

害
協
定
を
締
結
し
て
い
る
多
く
の
事
業
所

や
団
体
な
ど
か
ら
協
力
を
も
ら
い
な
が
ら
、

被
害
の
早
期
復
旧
に
努
め
ま
し
た
。

　
市
民
へ
の
情
報
伝
達
に
つ
い
て
は
、
地

震
後
、
停
電
に
よ
り
防
災
行
政
無
線
が
使

用
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
登
米
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
（
Ｈ
＠
！
Ｆ
Ｍ
）
に
協

力
を
依
頼
し
、
市
民
に
向
け
た
情
報
を
発

信
し
ま
し
た
。
同
Ｆ
Ｍ
で
は
、
総
務
省
の

認
可
を
受
け
「
と
め
さ
い
が
い
Ｆ
Ｍ
」
と

し
て
電
波
出
力
を
通
常
の
　

㍗

か
ら
１

２０

０
０
㍗

に
ア
ッ
プ
し
、
市
内
広
範
囲
へ
の

情
報
伝
達
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
市
で
は
、
家
屋
に
被
害
を
受
け
た

被
災
者
の
た
め
、
仮
設
住
宅
と
し
て
市
営

住
宅
や
定
住
促
進
住
宅
な
ど
へ
の
入
居
を

市民と手を携え、心を一つに早期復旧

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
津
波
で
被
害
を
受
け

た
沿
岸
の
市
町
村
か
ら
の
避
難
者
を
受
け

入
れ
る
た
め
、
仮
設
住
宅
の
敷
地
の
提
供

や
公
的
施
設
へ
の
一
時
入
居
な
ど
の
対
応

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
対
策
で
は
、
登
米
市
民
病
院
を
中

心
に
市
内
各
市
立
病
院
、
診
療
所
に
お
い

て
診
療
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
滋
賀
県

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
や
静
岡
県
精
神
子

供
病
院
な
ど
か
ら
医
療
支
援
を
受
け
た
ほ

か
、
派
遣
医
師
に
よ
る
診
療
や
精
神
的
ケ

ア
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
本
記
事
は
４
月
　
日
時
点
の
状
況
を
基

１３

に
作
成
し
て
い
ま
す
）

　
地
震
発
生
か
ら
１
カ
月
余
り
が
経
ち
ま

し
た
。
現
在
は
、
崩
れ
た
土
砂
の
撤
去
や

陥
没
し
た
道
路
な
ど
の
復
旧
作
業
を
急

ピ
ッ
チ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
１
日

で
も
早
く
通
常
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、

最
大
の
努
力
を
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
市
民
の
皆
さ

ん
と
心
を
一
つ
に
し
て
復
興
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
完
全
復
興
ま
で
は
ま
だ
時
間
が
掛
か
り

そ
う
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
住
み
良

い
地
域
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と

心
を
一
つ
に

復
旧
に
向
け
て
全
力
を
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　市では、東北地方太平洋沖地震で被災された皆さんに対し、一日でも早く通常の生活に戻れる
よう、さまざまな災害対策に関する支援を行っています。

　住民バスは、患者輸送用として通常コースを回りながら避難所を経由し、市立病院まで運行するなど、避

難者の足の確保に努めています。

　また、自家用車の燃料確保が困難だったことから、できる限り燃料を節約していただくため、４月１０日ま

で、市民バスの乗車料金を無料にしました。現在は、通常の運行となっています。

【問い合わせ】　企画部　企画振興課　緯０２２０（２２）２１４７

公共交通

　市では、災害時の迅速な復旧や被害の拡大防止などのため、多くの事業所と災害時応援協定を締結してい

ます。今回の地震では、40を超える事業所から食料品をはじめ、飲料水、緊急物資輸送、道路等の応急復旧、

仮設資機材の調達、給水作業、災害情報発信など多くの応援をいただきながら災害復旧に取り組んでいます。

【問い合わせ】　総務部　防災課　緯０２２０（２２）２１３０

災害応援協定締結事業所の協力

　市では、被災した市民に対する生活支援を目的とする「義援金」と、市内の災害復旧および復興事業の財

源に使用される「寄付金」を受け付けています。支援の種類によって内容や振込方法が異なります。詳しく

は今月号の裏表紙に掲載していますのでご覧ください。

【問い合わせ】　総務部　総務課　緯０２２０（２２）２０９１

義援金・寄付金の受付窓口の開設

　地震の被害を受けた市民で、居宅への入居が困難な人へは、定住促進住宅（元雇用促進住宅）や市営住宅

を仮設住宅として提供し、入居していただいています。

【問い合わせ】　福祉事務所　長寿介護課　緯０２２０（５８）５５５１

住宅の確保・相談

　市では、被災した市民、近隣自治体住民などの避難生活への支援を行うため、4月1日付けで災害被災者等

支援対策室を設置しました。

　対策室では、室長以下７人体制で総合調整、施設管理、健康管理、物資、食料、教育の分野の担当者を配

置し、被災者の生活支援や住宅情報提供のほか、インフラ復旧、教育などについて情報収集し、各種関係機

関との調整を行いながら被災者を支援します。

【問い合わせ】　災害被災者等支援対策室　緯０２２０（２２）２１５７

支援対策室の設置

　医療部門と福祉部門を併任する職員を配置し、退院後に福祉施設へ入所する場合などの調整が円滑に行え

るよう体制を整えました。地震で家が倒壊し、退院しても自宅に戻れない人などへの支援を強化しています。

医療と福祉の両面から、切れ目のないサポート体制の構築に取り組んでいます。

【問い合わせ】　登米市民病院　地域医療連携室　緯０２２０（２２）５５１１（代表）

包括医療支援


